
ふん便性大腸菌群数の測定方法

第1 メンブランフィルタ ー法(M-FC法）

1. 
(1)メンブランフィルタ ー ろ過装置

ファンネル及びフィルタ ー ホルダーは、 オー トクレー ブで滅菌する。
し、 滅菌効果をあらかじめ確認した条件下でUV照射による滅菌

よい。
(2)メンブランフィルタ ー

直径4 7mmの円形、 孔径0.45µmのもので、 滅菌済みのものを使用する。
(3)ペトリ皿

と身が密着できて滅菌済みのものを使用すること。
(4)恒温装置（恒温水槽）

4 4. 5℃土 o. 2℃に調節できるもの。
(5)拡大鏡

2倍程度の拡大倍率をもつもの。
備考：恒温装置は(4)と同程度の温度調節が可能であれば、 恒温水槽でなくてもよい。

2. 培地等
(1) M-FC寒天培地

了組成

特殊混合ペプトン（注1)
獣肉ーパパイン消化ペプトン（注2)
酵母エキス
塩化ナトリウム

胆汁酸塩（注3)
アニリンブルー

寒天
蒸留水

（注1)

1 0. 0 g 
5. 0 g 

3. 0 g 

5. 0 g 

1 2. 5 g 
1 . 5 g

0. 1 g 

1 5 g
1,000mL 

ピオセ ー トに相当する混合ペプトン
プロテオーゼペプトンNo. 3又はそれに相当するペプトン
特異的に阻止能力を有するように調整され規格化されたもの

（胆汁酸塩No.3又は胆汁酸塩混合物）

ても

イ． 調製
（ア）培地は加熱して寒天を完全に溶解した後、 直ちに6 0℃前後に冷却する。

(3 0分以上の加熱及びオー トクレ ー ブによる滅菌は避ける。）
（イ）最終のpHは7.3"-'7.5であること。
（ウ）培地の保存は2"-'10℃で行うが、 調製後9 6時間以上経過したものは用いない

こと。
：培地は、 まない市販培地に寒天を加えたものを用いてもよい。

(2)平板調製
M-FC寒天培地を厚さが約5mmになるよう

させる。
トリ皿中 し を凝固
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